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事 業 報 告 書 
（平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日） 

 
 

【Ⅰ．事業の概要】 
2004年 3月 8日に開催された第 26回理事会において承認された事業

計画に基づき、次の事業を実施しました。 
 
１．事業計画：実施額 
 

事 業 項 目 予 算 額 決 算 額 
 
１ 余暇時代の生活文化に関す

る研究事業 
 

 
 

１５,４００ 千円 

 
 
１３,１０３ 千円 

 
２ 家族のあるべき姿に関する

研究事業 
 

 
 

８,３８０ 千円 

 
 
３,１４３ 千円 

 
３ 上記に共通する事業費 
 
 

 
 

７,８５０ 千円 

 
 
１０,５６９ 千円 

 
事 業 費 合 計 

 

 
３１,６３０ 千円 

 
２６,８１４ 千円 
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２．事業の実施内容 
 
事業項目 実施内容 

 
１．余暇時代

の生活文化

に関する研

究 
 
 
 

①ダンテフォーラム「フィレンツェ―至高の文化の誕生」開催 

◆イタリア・ルネサンスとダンテの関係を中心に、人間・文化・

芸術の本質を幅広く、奥深く、縦横に論じた３回のフォーラ

ムを実施。 

（１）講師：今道友信（英知大学教授・東京大学名誉教授） 

樺山紘一（国立西洋美術館長・東京大学名誉教授）

（２）日程 

第１回 10 月 3 日（日） 「ダンテとフィレンツェ」 

第２回 11 月 14 日（日） 「ダンテとルネサンス」 

第３回 12 月 5 日（日） 「ダンテからロダンへ」 

（３）会場：東京都美術館 

（４）2004 年 10 月 23 日から 12 月 19 日まで東京都美術館で開

催された「フィレンツェ ―芸術都市の誕生展」に関連す

るフォーラムとして、日本経済新聞社、東京都美術館と

の共催。 

 

②ダンテフォーラムin京都「芸術文化都市の戦略～フィレンツ

ェの魅力・京都の魅力」開催 

◆ダンテ『神曲』を生んだフィレンツェと『源氏物語』を生ん

だ京都を比較しながら、これまでのダンテ研究に比較文化の

視点を加えたフォーラムを実施。 

（１）講師：樺山紘一（国立西洋美術館長）、高階秀爾（京都造

形芸術大学院院長）、芳賀徹（京都造形芸術大学学

長）、大原謙一郎（大原美術館理事長）、畑正高（株

式会社松榮堂代表取締役社長） 

（２）日程：2005 年 2 月 13 日（日） 

（３）会場：京都造形芸術大学 

（４）2005 年 1 月 29 日（土）から 4月 10 日（日）まで京都市

美術館で開催された「フィレンツェ ―芸術都市の誕生

― 」に関連するフォーラムとして、日本経済新聞社、京

都造形芸術大学との共催。 

京都商工会議所、京都経済同友会の後援。 
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事業項目 実施内容 
 
 
 
 
２．家族のあ

るべき姿に

関する研究 
  
 
 
 
 
 
３．研究成果

の普及・啓発 

③「世界文学としての源氏物語」プロジェクト 

◆岡野弘彦國學院大学名誉教授による原典連続講読会「源氏物

語全講会」を全１６回実施。中央公論新社と共同主催。 

 

＜親と子・家族に関する研究＞ 

①清里自然塾  

◆2003 年度までは森永グループの従業員の家族を対象に実施

してきたが、2004 年度については対象を家族の知人・友人に

広げる。 

◆８月 27 日（金）～29 日（日） 

於山梨県清里高原 キープ自然学校 

◆参加人数：１１５名 

 

①「森永エンゼルカレッジ」コンテンツ開発・配信 

◆２１世紀にふさわしい生涯学習社会の実現を支援する社会

貢献事業として、森永エンゼルカレッジ・インターネット放

送局の開局を準備。これまでのエンゼル財団主催フォーラム

の映像をコンテンツ化して配信準備を進める。 

◆平成 16 年度に制作したコンテンツ 

フォーラム実施期間  

1996 年 5 月～2000 年 10 月 母親自身の生活設計 PARTⅠ～Ⅳ

1997 年 3 月～1998 年 7 月 ダンテ『神曲』連続講義 

2004 年 4 月～2004 年 7 月 源氏物語全講会 

2004 年 10 月～12 月 ダンテフォーラム 

2005 年 2 月 ダンテフォーラム in 京都 

◆2004 年 12 月からテスト配信を開始 

 

②出版事業 

土居健郎聖路加国際病院顧問、キャサリン・ルイス東京大学客員

教授による、日米幼児・児童教育の比較文化研究成果の刊行を

2005 年 3 月に予定していたが、2005 年 6 月の発行となる。 
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【Ⅱ．庶務事項の概要】 
 
１．会議に関する事項 
 
（１）理事会 
 

開催年月日 議 事 事 項 結果 
2004年 6月７日 
（第２７回） 

１ 2003年度事業報告に関する件 
２ 2003年度収支決算に関する件 

原案通り可決 
原案通り可決 
 

2005年 3月 7日 
（第２８回） 

１ 2005年度事業計画に関する件 
２ 2005年度収支予算に関する件 
３ 評議員選任に関する件 
４ 理事長選任に関する件 
５ 会長・副理事長・専務理事選任

に関する件 

原案通り可決 
原案通り可決 
原案通り可決 
原案通り可決 
原案通り可決 
 
 

 
（２）評議員会 
 

開催年月日 議 事 事 項 結果 
2004年 6月 7日 
（第２8回） 

１ 2003年度事業報告に関する件 
２ 2003年度収支決算に関する件 

原案通り可決 
原案通り可決 
 

2005年 3月 7日 
（第２9回） 

１ 2005年度事業計画に関する件 
２ 2005年度収支予算に関する件 
３ 理事・監事選任に関する件 
 

原案通り可決 
原案通り可決 
原案通り可決 
 

 
 
２ 登記に関する件 
 

登 記 日 登 記 事 項 
2004年 4月 7日 理事の登記変更 
2004年 7月 8日 資産の総額についての登記変更 
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３ 届出等に関する件 
 

届 出 日 届出先 提出事項 
2004年４月14日 総理大臣 理事登記変更完了について 
2004 年 6月 29日 総理大臣 2003 年度事業報告書・収支決算書・財産目録 

及び資産の総額変更について 

2005年 3月 24日 総理大臣 2005 年度事業計画・収支予算について 

 
 
４ 寄付金に関する事項 

 

森永製菓からの寄付金は 30,000,000 円、森永グループ役員・従業員の方

からの募金による寄付金は 1,178,000 円、その他の寄付金は 35,000 円、合

計 31,213,000 円の寄付金が寄せられました。 

このうち、その他の寄付金の１/２ 17,500 円を、平成４年３月２７日に開

催された第２回理事会で決議された内容に従い、基本財産に繰り入れました。 
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５ 理事・監事に関する事項 
 
 常勤 非常勤 計 定数 
理事 0 12 12 ８名以上１５名以内 
監事 0 2 2 ２名 

 

２００５年３月３１日現在 

財団役職名 氏  名 常勤・非常勤 就任年月日 現  職 

会  長 松﨑 昭雄 非常勤 1991 年４月１日 森永製菓（株） 相談役 

理 事 長 森永 剛太 非常勤 1999 年４月１日 森永製菓（株） 代表取締役社長 

副理事長 大野 晃 非常勤 2000 年４月１日 森永乳業（株） 代表取締役会長 

専務理事 奥田 義孝 非常勤 2002 年４月１日 財団法人エンゼル財団 専務理事 

理  事 天野 正子 非常勤 2000 年４月１日 東京女学館大学 教授 

理  事 石原 邦夫 非常勤 2004 年４月１日 東京海上日動火災保険（株） 取締役社長 

理  事 大橋 信夫 非常勤 2001 年４月１日 三井物産（株） 取締役会長 

理  事 北島 義俊 非常勤 1991 年４月１日 大日本印刷（株） 代表取締役社長 

理  事 福士 昌寿 非常勤 1999 年４月１日 関東学園大学 名誉教授 

理  事 藤田 弘道 非常勤 1993 年４月１日 凸版印刷（株） 代表取締役会長 

理  事 松田 義幸 非常勤 1991 年４月１日 実践女子大学 教授 

理  事 渡部 昇一 非常勤 2000 年４月１日 上智大学 名誉教授 

監  事 佐藤 正樹 非常勤 2002 年７月 1日 監査法人トーマツ 代表社員 

監  事 原田 宏 非常勤 2002 年７月 1日 森永製菓（株）常勤監査役 

 
（注）監事 佐藤正樹氏 は２００５年３月３１日をもって辞任し、２００５年

４月１日からは渡辺政宏氏が監事に就任しました。 
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